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新
懐
徳
堂
の
重
建
開
講
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
っ
て
、
多
年

罷
鶯
装
展
に
盪
力
さ
れ
た
各
位
の
功
績
を
思
う
こ
と
切
な
る
も
の

恨

徳

堂

の

追

想

懐

徳

の

追

想

り
の
講
義
を
聞
く
の
で
あ
る
。
白
髪
や
禿
頭
の
老
人
に
交
っ
て
袴

を
つ
け
た
子
供
の
私
が
聞
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

聴
講
料
を
彿
っ
た
記
憶
は
な
い
。
テ
キ
ス
ト
の
印
刷
買
費
と
し

て
三
十
錢
位
を
彿
っ
た
と
思
ふ
。

半
分
は
居
眠
り
乍
ら
、
理
解
出
束
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
と

に
か
く
勉
強
し
た
い
一
心
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
第
三
高
等
學

校
、
東
京
帝
國
大
學
と
進
學
を
し
て
、
さ
て
緑
あ
っ
て
住
友
に
入

祉
す
る
と
、
小
倉
正
恒
さ
ん
が
特
に
懐
徳
堂
に
興
味
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
と
聞
い
て
特
別
の
感
慨
を
催
し
た
。
小
倉
さ
ん
の
在
世
中

に
こ
ん
な
思
出
話
を
す
る
機
會
を
失
し
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

嘗
時
の
講
師
先
生
は
勿
論
一
緒
に
講
義
を
聞
い
た
人
々
は
殆
ん

ど
こ
の
世
を
去
ら
れ
た
で
あ
ら
う
。
私
の
誘
っ
た
同
年
咋
事
の
友
人

も
既
に
世
を
去
っ
た
。

心
學
と
共
に
大
阪
町
人
の
心
の
糧
と
し
て
育
っ
た
。
今
の
言
葉

で
云
へ
ば
産
學
協
同
の
は
し
り
で
も
あ
ろ
う
か
。
前
垂
が
け
で
店

―
―
五

岡

野

廉

平

が
仕
舞
っ
て
か
ら
で
も
誰
で
も
聞
き
に
来
て

た
懐
徳
堂
で
あ
る
。

終
戦
前
後
の
混
胤
し
た
時
代
に
は
、
懐
徳
堂
の
ご
と
き
維
持
ぱ

大
髪
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
し
か
も
講
堂
は
戦
災
に
か
か
っ
て
跡
か

た
も
な
く
な
っ
た
。
小
倉
さ
ん
は
南
京
に
抑
留
さ
れ
て
、
や
が
て

無
事
蹄
図
さ
れ
た
が
追
放
の
身
の
何
と
も
な
ら
な
い
。
し
か
も
こ

の
懐
徳
堂
を
何
と
か
維
持
さ
せ
た
い
と
の
御
熱
意
か
ら
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。
昭
和
二
十
三
年
頃
か
と
思
ふ
。
住
友
電
氣
工
業
株
式

會
祉
常
務
で
あ
っ
た
私
を
呼
ば
れ
て
、
住
友
電
工
、
住
友
金
隔
工

業
、
日
本
板
硝
子
、
住
友
銀
行
外
一
ヶ
所
失
念
、
年
一
萬
闘
宛
六

萬
闘
の
出
資
を
要
望
さ
れ
た
、
お
誘
ひ
を
受
け
た
各
祉
は
畢
っ
て

こ
の
御
要
羞
に
こ
た
え
た
が
、
そ
の
う
ち
に
大
阪
大
學
に
引
つ
が

れ
て
、
今
日
に
至
っ
た
。
そ
の
一
時
期
の
一
挿
話
を
お
ぼ
ろ
げ
な

記
憶
を
辿
り
乍
ら
記
し
て
見
ま
し
た
。

が
あ
る
。
私
は
大
正
十
一
年
、
永
田
理
事
長
、
小
倉
理
事
（
麟
畔
）

時
代
、
は
か
ら
ず
も
幹
事
を
拝
命
し
、
若
年
の
自
分
が
果
し
て
勤

い
と
云
っ
て
来



悛

徳

堂

の

追

想

ま
る
だ
ろ
う
か
と
の
不
安
に
謳
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
又
一
面

住
友
家
の
事
業
を
は
ぐ
く
み
育
て
、
且
私
自
身
第
二
の
故
郷
と
も

思
っ
て
ゐ
る
大
阪
の
學
問
文
敦
に
闘
す
る
事
柄
な
の
で
、
興
味
も

湧
き
労
々
勉
強
も
し
た
い
な
ど
思
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
事
務
は

會
計
に
闊
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
自
念
紐
螢
面
に
も
タ
ッ
チ

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
諄
で
あ
る
。

今
こ
の
四
十
餘
年
を
回
顧
し
て
、
理
事
長
は
さ
て
置
き
、
今
は

故
人
と
な
ら
れ
た
常
務
理
事
今
井
貫
一
、
木
間
瀬
策
三
御
雨
所
の

懐
徳
堂
に
到
す
る
熱
意
と
、
そ
の
態
度
と
に
思
い
及
ぶ
時
、
慎
に

頭
の
下
る
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。

今
井
さ
ん
は
四
圏
徳
島
の
人
、
東
大
文
學
部
を
出
ら
れ
て
、
岡

山
縣
高
梁
中
學
校
長
の
時
聘
せ
ら
れ
て
府
立
大
阪
圏
書
館
長
と
な

り
、
晩
年
に
は
市
立
天
王
寺
美
術
館
開
設
と
同
時
に
初
代
館
長
と

な
ら
れ
た
こ
と
は
、
普
く
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
前
記

中
之
島
圏
書
館
と
住
友
家
と
の
閲
係
か
ら
か
、
住
友
家
史
編
築
の

こ
と
を
も
委
属
さ
れ
、
毎
週
日
を
決
め
て
住
友
本
祉
の
一
室
に
見

え
て
ゐ
た
。
そ
し
て
懐
徳
堂
の
こ
と
に
つ
い
て
は
巨
細
小
倉
理
事

（
後
の
理
事
長
）
と
相
談
し
て
ゐ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
事
買

嘗
時
は
、
講
座
の
撰
充
、
敦
授
講
師
の
異
動
、
幾
多
の
記
念
出

版
、
書
庫
研
究
室
の
新
築
、
碩
園
文
庫
の
受
入
、
侍
従
御
差
遣
、

宮
様
方
及
び
内
外
資
客
の
来
堂
、
孔
子
祭
其
他
の
行
事
等
敷
え
上

げ
れ
ば
限
り
が
な
い
ほ
ど
事
多
か
っ
た
や
う
に
思
ふ
。
ま
た
同
氏

は
文
章
殊
に
挨
拶
文
に
堪
能
で
あ
ら
れ
た
の
で
、
懐
徳
堂
闘
係
の

も
の
は
勿
論
の
こ
と
、
其
他
の
も
の
も
草
案
の
起
草
添
則
を
為
さ

る
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
私
も
小
倉
住
友
総
理
事
か
ら

私
的
な
挨
拶
文
の
起
稿
を
よ
く
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
自
分
に
自
信
が

持
て
ぬ
ま
ま
に
今
井
さ
ん
に
閲
覧
を
請
う
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

間
い
ろ
い
ろ
御
敦
示
に
預
っ
た
諄
で
あ
る
が
、
今
に
忘
じ
難
い
こ

と
は
、
文
範
と
し
て
新
村
出
博
士
の
著
書
を
、
「
文
法
に
適
っ
た
名

文
」
と
推
賞
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
嘗
時
同
博
士
の
新
著
「
南
聾

更
紗
」
等
は
味
讀
し
た
し
、
後
に
刊
行
さ
れ
た
「
僻
苑
」
は
住
友

本
祉
秘
書
室
の
机
上
に
常
備
し
た
こ
と
も
懐
し
い
想
出
で
あ
る
。

木
間
瀬
さ
ん
は
、
懐
徳
堂
重
建
の
こ
と
が
決
ま
り
、
東
謳
豊
後

町
（
薔
府
立
博
物
場
の
北
角
）
の
府
有
地
三
六
一
坪
の
無
償
貸
輿

を
決
定
さ
れ
た
大
久
保
利
武
知
事
の
下
に
内
務
部
長
で
あ
っ
た
と

い
ふ
因
縁
が
あ
り
、
夙
に
漢
詩
文
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
の
よ
う

に
聞
い
て
ゐ
る
が
、
今
井
常
務
理
事
の
歿
後
、
理
事
か
ら
其
後
を

襲
は
れ
た
の
で
あ
る
。
時
恰
も
第
二
次
世
界
大
戦
が
初
ま
り
、
不

自
由
不
如
意
の
時
で
あ
っ
た
が
、
懐
徳
堂
堂
友
會
の
育
成
補
助
に

は
特
に
深
い
闊
心
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
後
年
大
阪
に
「
な

に
わ
賞
」
が
制
定
せ
ら
る
る
や
、
懐
徳
堂
は
圃
骰
第
一
挑
と
し
て

受
賞
の
こ
と
と
な
り
、
同
氏
は
大
手
前
會
館
に
於
け
る
授
賞
式
に

出
席
中
俄
か
に
倒
れ
ら
れ
、
一
度
は
回
復
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

遂
に
昭
和
三
一
年
十
二
月
遠
逝
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
爾
束
常

六



堂
友
の
断
想
雑
録

J

の
西
村
天
囚
先
生
（
悛
徳
堂
記
念
會
創
立
者
）

藤

塚

誠

西
村
天
囚
先
生
書
「
忠
僕
茶

友

の

断

想

雑

録

舟
板
の

務
理
事
は
の
儘
今
日
に
至
っ
て
ゐ
る
。

な
お
、
本
年
六
月
、
惜
し
く
ら
逝
去
さ
れ
た
武
内
顧
問
に
つ
い

て
追
憶
を
書
き
添
え
た
い
。

武
内
義
雄
博
士
は
北
野
中
學
、
三
高
よ
り
京
大
文
學
部
に
學
ば

れ
た
篤
學
の
漠
學
者
で
あ
る
が
、
懐
徳
堂
再
建
の
際
に
は
府
立
大

阪
園
書
館
に
在
っ
て
粛
力
し
て
下
さ
れ
、
開
講
後
は
永
年
専
任
講

師
と
し
て
聴
講
生
の
指
嘩
啓
猿
に
嘗
ら
れ
、
懐
徳
堂
か
ら
中
図
に

留
學
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
こ
の
中
國
留
學
は
堂
の
講
師
吉
田
鋭

雄
氏
が
中
國
へ
研
究
に
出
ら
れ
た
際
文
部
省
在
外
研
究
員
と
な
っ

て
ゐ
る
こ
と
に
闘
連
す
る
）
。
か
く
て
大
正
十
二
年
三
月
東
北
帝

大
敦
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
私
が
小
倉
、
今
井

御
雨
所
の
お
話
を
拝
聴
し
て
印
象
が
深
か
っ
た
の
は
、
叡
懐
徳
堂

の
五
井
蘭
洲
先
生
が
仙
豪
伊
逹
侯
に
招
聘
せ
ら
れ
、
大
阪
よ
り
赴

任
せ
ら
れ
た
故
事
に
擬
え
て
語
っ
て
ゐ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
武

」
舟
板
の
額

―
―
七

内
先
生
は
東
北
帝
大
に
在
任
中
學
位
を
授
輿
さ
れ
、
後
に
は
法
文

學
部
長
に
な
ら
れ
名
磐
一
世
に
高
か
っ
た
謬
で
あ
る
が
、
終
戦
後

は
宮
中
に
も
出
仕
、
皇
太
子
殿
下
の
誼
書
、
書
道
の
指
璃
役
に
な

ら
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
た
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
内
藤
・
狩

野
雨
顕
問
の
歿
后
懐
徳
堂
顧
問
に
就
任
せ
ら
れ
た
。
私
は
古
く
大

正
の
頃
小
倉
さ
ん
の
命
を
受
け
、
文
章
の
添
削
を
請
う
べ
く
東
吹

田
の
御
宅
迄
伺
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
多
年
懐
徳
堂
を
通
じ
瞥
咳
に

接
す
る
こ
と
屎
々
で
あ
っ
た
が
、
近
年
に
は
公
刊
さ
れ
た
決
定
版

「
論
語
」
を
受
附
、
ま
た
立
派
な
双
幅
の
墨
迩
を
も
拝
戴
す
る
な

ど
、
年
末
の
御
高
誼
御
示
敦
に
は
感
銘
に
堪
え
な
い
も
の
が
あ

り
、
光
榮
至
極
に
存
じ
て
ゐ
る
。
絃
に
先
生
が
一
生
を
通
じ
懐
徳

堂
に
野
し
、
親
愛
の
情
を
以
て
見
守
っ
て
下
さ
っ
た
御
盛
意
に
、

深
厚
な
る
敬
意
を
表
し
て
筆
を
掴
く
次
第
で
あ
る
。

の
「
忠
僕
茶
屋
」
と
い
う
の
は
大
槻
重
助
と
い
う
人
が
開
い

た
、
清
水
寺
の
山
門
を
は
い
っ
た
所
に
あ
る
甘
酒
茶
屋
の
こ
と
で

あ
る
。
（
今
は
孫
に
常
る
人
達
で
、
こ
の
甘
酒
茶
屋
と
、
清
水
坂

に
大
槻
香
月
堂
と
い
う
土
産
物
店
を
紐
鶯
し
て
い
る
）
大
槻
重
助

は
丹
波
の
出
身
で
、
清
水
寺
本
坊
成
就
院
の
住
職
月
照
の
下
僕
と




